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地域を愛し、豊かな人生を歩む 

ために学ぶ子どもの育成 

《文責》 校長 小西 郁美 
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音楽会
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ど

） 
コロナ禍が終息し、ようやく校内音楽会を行うことができました。当日はお子さま方 

 の輝く姿がありました。多くの保護者の皆様にもご参観いただき誠にありがとうござい

ました。下記にその一部をご紹介させていただきますように、アンケートからもたくさ

んの温かいお言葉をいただき、担任もお子さまと共にがんばって良かったととても喜ん

でおりました。励みになります。 

また、多くの保護者の方々に会場の片付けまでお手伝いいただき、重ねて感謝申し上

げます。保護者の皆様に学校を応援いただいているお気持ちが伝わって参りました。ま

た、「お子さまのためにがんばろう」という気持ちになります。 

 

〔保護者アンケートより〕一部抜粋 

〇 子ども達の成長を感じることができました。 

〇 とても楽しかったです。 

〇 自分の子がいない学年の歌や演奏も、子ども達が純粋に音楽にとりくんでいるこ 

とが伝わってきて、涙が出ました。 

   〇 家でもそれぞれ練習をしていて、前日から緊張をしていたようでした。 

  〇 このように子ども達の日頃のがんばりの成果を見る機会があると感動します。 

  〇 低学年は一生懸命さが伝わってきました。高学年は落ち着いた表情でした。 

  〇 久しぶりに全校児童の発表を見ることができ、うれしく思いました。 

  〇 どの学年も素晴らしくて感動しました。 

  〇 子ども達が一生懸命に歌ったり、演奏したりする姿を見て元気をもらいました。 

 

               「子ども達をステージの上に上げないと前の方で歌う 

                子どもが見えなかった。」 

 

 〇 本年度初めて校内音楽会を行いました。校内音楽会で使用した本校にあるひな壇 

は、卒業式で活用しているものです。このひな壇をステージの上に置くことも検討 

しましたが、「背面が壁である状況で安定が確保できる」構造であったため、現在 

学校にあるひな壇を背面がない状況でステージ上に置き、その上にお子さま方が乗 

ることは、安全ではないと判断いたしました。また、昔のように、机や椅子でひな 

壇を作るということも、お子さまがすき間から落ちてケガをするなどの前例があり 

正式なひな壇でないものの上に、お子さまを乗せることも危険だと判断いたしまし 

た。お子さまの安全を最優先して判断した結果でした。 

    来年度も校内音楽会を実施する場合は、改善方法を考えたいと思います。 

 

ご意見にお答えいたします 
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〔保護者アンケートより〕一部抜粋 

〇 上田先生のお話は大変わかりやすく勉強になりま 

 した。人権問題を含めて、自身の家庭での態度、周囲 

 への配慮も今一度考えさせてもらえる良い機会となり 

 ました。 

  子どもとも、家庭でまた人権についての話しができ 

 ればと、また常々自分の伝え方や考えもアップデート 

 していければなと感じました。 

〇 子どものころに習ったことをそのままでなくアップ 

デートしていかなければならないと思いました。            

   １００年あっても差別はなくなっていかなかったと聞いて、そのままにしていては

だめなんだと感じました。子どものことを、より「あなたのことが大事だよ」と 

伝えていきたいと思います。 

  〇 「人権講演会」というと、とても難しいと思ってしまいますが、わかりやすい言

葉で講演して下さったので、とてもわかりやすかったです。お話を聞きながら、 

   いろいろと考えることがありました。 

  〇 子どもの人権を守るためには、まずは自分の子どもの心を安心させてあげること

ができるハグから始めよう！！と改めて感じました。そして「無知が差別を生む」 

   このことを防ぐために、身近な人と人権問題について話し合うことから始めたいで

す。 

  〇 子ども達の中に差別や偏見があれば、それは悪いことであると理解させることが 

   大人のやるべき事かなと思いました。 

  〇 久しぶりに人権について考える機会を得ました。自分自身が気がついていないと

ころで、差別をしているところがあるのではないかと考えさせられました。定期的

に人権について考えることは必要だと思いました。 

  〇 変化の激しい時代を生き抜く子ども達にとって、多様性を深く理解し人と関わっ

ていく能力を育んでいく必要性を改めて感じました。そのために学校教育の場だけ

ではなく、家庭教育の場でも多くの人権課題に触れながら、少しでも正しい認識に 

   立った人権感覚を育てていきたいと思いました。 

  〇 「同情や傍観は不要」という言葉が印象に残りました。まずは、目の前の我が子

を大切にしなくてはと思いました。 

   〇 自尊感情、子どもはもとより家庭での愛情、地域（大人）の課題は大きいと思い

ます。これからも、たくさんの方に愛される子どもであってほしいと思います。 

 

 

校内音楽会についての保護者アンケートの中に、お子さまが歌ったり演奏したりされ

ている時の保護者の方の私語などの鑑賞マナーについてのご意見も複数寄せられてお

りました。お互いに気をつけていただきますと助かります。 


